
 

 

 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。― 

「使用上の注意」改訂のお知らせ 
  

 2024年 6月 

         
 

このたび、上記の弊社製品につきまして、電子化された添付文書の一部を改訂いたしましたので

お知らせ申し上げます。今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い

申し上げます。 

 

Ⅰ．改訂内容 （   下線部：追記・改訂箇所、  波線部：削除箇所） 

改 訂 後 改 訂 前 
 

10．相互作用 

10.2併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

リネゾリド （略） （略） 

メチルチオニニ

ウム塩化物水和

物（メチレンブ

ルー） 

セロトニン症候群（錯

乱、激越、発熱、発汗、

運動失調、反射異常亢

進、ミオクローヌス、

下痢等）があらわれる

おそれがある。 

メチルチオニニウ

ム塩化物水和物の

モノアミン酸化酵

素阻害作用により

セロトニン作用が

増強される。 
 

 

10．相互作用 

10.2併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

リネゾリド （略） （略） 

 
 

 

Ⅱ．改訂理由 

先発医薬品において使用上の注意事項への自主改訂が実施されたことから、本剤においても同様に

改訂いたしました。 

「10.2 併用注意（併用に注意すること）」の項 

メチルチオニニウム塩化物水和物（メチレンブルー）を有効成分とする製品の電子添文において、

「10. 2 併用注意」の項に「トラマドール塩酸塩」が設定されたことより、整合を図るために「メチル

チオニニウム塩化物水和物（メチレンブルー）」を本剤の電子添文「10. 2 併用注意」の項に追記しまし

た。 

 

・この改訂内容につきましては、日本製薬団体連合会発行の「医薬品安全対策情報（DSU）」No.327

（2024年 7月発行予定）に掲載されます。 

・最新の電子化された添付文書情報は、PMDAホームページ「医薬品に関する情報」 

（ https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html ） 

並びに弊社ホームページ（ http://kotobuki-pharm.co.jp/ ）に掲載しております。 

http://kotobuki-pharm.co.jp/

